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エコパークの花紹介

御前崎港の見学を御希望の方は、お気軽に管理事務所まで御連絡ください。皆様のお越しをお待ちしております。

港湾、海運、エネルギーなどの民間事業者と関係団体、行政機関の30者による、第１回「御前崎港港
湾脱炭素化推進協議会」が、７月27日に御前崎市内で開催されました。
御前崎港における、カーボンニュートラルポート（CNP）形成に向けた脱炭素化推進計画の策定を目指
す官民の会合であり、計画の概要やスケジュール、今後の取り組みを議論しました。
港湾地域の脱炭素化は、港を管理する行政は元より、利用する企業の協力も不可欠であるため、御
前崎港の特徴を生かしたCNP形成に向けた議論を、官民合同で進めて行きます。

OMAEZAKIサマースクール開校！
御前崎港開港50周年記念事業の一環として、次の世代を担う子供たちに、豊かな海の重要性・魅力
を知ってもらうため、３泊４日のキャンププログラム「OMAEZAKIサマースクール」が行われました。
御前崎市内外の小中学生11名が参加し、１日目は御前崎港の施設見学、２日目は帆船「みらいへ」
に乗船し御前崎港から松崎港へ移動、３日目は松崎町にて歴史ある港町の散策とスノーケリング体験
を行い、最終日はワークショップを実施し、子供たちが考える「未来の御前崎港」について発表を行い
ました。
豊かな自然環境を活かした海洋レクリエーション・学習の場である駿河湾の海を舞台に、貴重で充実
した４日間のキャンププログラムとなりました。

脱炭素化へ向けて官民協議会を開催しました

オリヅルラン（折鶴蘭／キジカクシ科）

協議会の様子

細長い茎の先に子
株ができる姿が折鶴
のように見えることか
ら「オリヅルラン」と呼
ばれています。また、
花言葉「集う祝福」、
「子孫繁栄」は子株
をつけて生長する特
徴に由来します。

帆船「みらいへ」

帆船乗船体験御前崎港施設見学


